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第１回 ポートアイランドスポーツセンター再整備検討有識者会議（議事録） 

 

日時：令和３年６月１６日（水曜）１３時３０分～１５時 

場所：神戸市役所１号館１４階ＡＶ１会議室 

 

（委員） 

・基本方針の中で一番重要なのはポートアイランド地域全体の活性化だと思う。スポーツ

施設には誘致距離があり、大会になると誘致距離が長く、広くなる。世界レベルの大会

となると日本中、アジア圏からも人が集まる。 

・日常利用においては、地域の高齢化が進み、小中学生の数も減少していると思う。近隣

の高齢者の方が使いやすいということが重要ではないか。 

・新施設を整備するにあたって押さえておくべき点は、老朽化した施設の安全性に不安が

あるからリニューアルをするということ。リニューアルにあたっては今の時代にあった

施設にするというストーリーが重要である。 

・飛込プールを所持する施設は、県下でも数少なく、市内唯一の施設なので、新施設で設

置しないことについては、政令市としての使命や責任も踏まえて考えないといけないの

ではないか。 

 

（委員） 

・プール施設は水を常に動かし続ける必要があり、コストの塊である。事業性、稼働率、

利便性をいかに向上させていくかということは重要な視点である。コストの塊という観

点で言うと、ろ過や消毒の方法、昇温のためのボイラーなどの設備面での検討も不可欠

である。 

・プールは年に数回の清掃が必要であるが、敷地外に一度に排出できる水の量が決まって

いる。そのため、施設内にピットをつくって、そこに水を貯めて少しずつ排出すれば、

清掃による休館をかなり短くすることができる。細かい話だが、そのような課題をクリ

アしていくことで、コストが少しはましになる。 

・可動床は子供から高齢者まで幅広く使えるが、長水路プールは稼働率が低くなりがちで

ある。一方で競技力向上には欠かせない施設である。あまり国内で事例はないが、水平

移動式の稼働壁を使えば長水路でも気軽に利用しやすくなるのかということは考えるべ

きではないか。公認は取れないかもしれないが。ロンドンのアクアティクスセンターは

割り切っており、50ｍプールをウォーターパークとして運用し、事業性を確保してい

る。運用と一体となった計画も考える必要がある。 

 

（委員） 

・「神戸からオリンピック選手を」という目標を掲げており、そのためには裾野を広げる
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必要がある。施設を多くの市民が利用すれば、その延長として競技の裾野も広がり、ト

ップを目指したいという人も出てくる。 

・生で良い大会を子供たちに見てもらいたいが、そのためには一定のグレードが必要。 

国内一般ＡＡ級は、国内のトップクラスの大会（国民体育大会や実業団・ジュニアの全

国大会など）を開催できるものである。国際水泳連盟の大会を開催できる規模は難しい

が、国内一般ＡＡ級は必須と考えている。50ｍプールの大会を開催するにあたっては、

ウォームアップ会場（サブプール）も50ｍプールが望ましい。メインプール・サブプー

ルどちらも50ｍとなると使い勝手も利用の範囲も広がる。ゾーニングとして、冬場の25

ｍプールと夏場の25ｍプールの２つあるよりも、通年で50ｍプールを使い分ける方が使

い勝手が良い。 

・通年プールは、25ｍプールだけだと色んな人が使うことはできない。 

・近年は教員採用試験に水泳が必須ではなくなっており、水泳の授業が成り立たなくなっ

てくる。地域のスポーツクラブの専門家が指導することが合理的であり、そういったニ

ーズも出てくる。 

・ソフト面で色々なメニューを用意しているプールもある。東京には神戸の地元企業がつ

くった低酸素トレーニングを行える施設があり、競技者だけでなく一般の方も利用して

いる。全国・アジア圏からも選手たちが練習にくると思う。そうした視点からも検討い

ただきたい。 

 

（委員） 

・時代とともに、大会に求められるハードルが随分と変わってきた。スピードスケートで

は、選手のスピードが上がっており、マットなどの設備も今までのものとは異なる。コ

ーナーの部分では、フェンスをなくしてマットが可動するかたち（ハイブリッドシステ

ム）にして危険を少なくしなければ大きな大会を開催できない。日本では長野県の野辺

山にある施設のみ採用している。全日本級や国際大会には、このシステムが必須になっ

てくる。今回、大阪で全日本の大会を開催する予定だが、工事をしてハイブリッドシス

テムのリンクを整備する予定である。新しい施設はぜひハイブリッドシステムを取り入

れたリンクにしていただきたい。 

・スケートはフィギュア・スピード・ホッケーの３部門が調整しながら、スムーズに利用

できている。 

・全国的にスケートリンクが少なくなっており、地方から練習に参加する選手もいる。 

・現在の施設は立地条件が良く、兵庫県での大会開催を望まれているし、全日本級の大会

も２～３件開催し、成功裏に収めているが、国際大会の開催は難しい。 

・コロナの影響で兵庫県でも色々な大会が中止になっているが、スケートでは何とか大会

をこなしている。 
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（委員） 

・フィギュアスケートでは、過去にはNHK杯や全日本選手権などの大会を開催している。 

・最後に開催されたのは1997年の全日本選手権で、現在は大会規模が大きくなり、新しい

だけでなく10,000人規模の席が必要となる。 

・大会のこともあるが、サブリンクのことが大変気になる。スケートリンクは大会会場と

いう面もあるが、練習の場でもある。県内には、尼崎・西宮・姫路・柏原にリンクがあ

るが、ポートアイランドスポーツセンターのサブリンクもこれらに並ぶ貴重な練習場所

と考えている。サブリンクがなくなるということは、選手・コーチにとって大きなダメ

ージである。メインリンクでスピード、サブリンクでフィギュアが練習したり、大会時

にサブリンクでアイスホッケーが練習をしたりする場面もある。市民目線で見ても、サ

ブリンクは初心者用のリンク、教室では専用で利用できるリンクとなっており、メイン

リンクだけとなると区切って利用しなければならず、お互いに影響がある。インクルー

シブの面でもサブリンクがあるということは非常に重要ではないか。 

・メインリンク、サブリンク両方があることで、これからも神戸を代表する選手を育成

し、コーチも続いていくと考えており、裾野の拡大にもつながる。この点についてぜひ

ご検討いただきたい。 

 

（委員） 

・震災のときは大変であったが、アイスホッケーでは、40年間大きな事故なく利用でき感

謝している。 

・現施設を整備するときに事業者から依頼を受けて、ホッケー用のフェンスの強度や仕様

について検討してきた。 

・それぞれの競技団体の要望を全て取り入れるのは難しいと思うし、国際ルールはどんど

ん変化する。 

・現施設は通年のスケートリンクにして、新しい施設はプール専用施設にしてはどうか。

現施設のプールは、床面を埋めてフラットな状態にすればよい。冬はスケート、夏はプ

ールではなく、競技者としては年間を通して活動できる施設が必要である。そのあたり

も考慮いただきたい。今の施設を使用不可能にするというのは寂しい。 

・氷をつくるシステムも進化しており、太陽光発電などを取り入れることでランニングコ

ストを削減した施設にできるのではないか。 

 

（委員） 

・障害のある方が特別な施設を利用するのではなく、一般の方が利用している施設を障害

者も利用できる環境ができれば良いと思う。ポートアイランドスポーツセンターを利用

している障害者の方も何人かいるが、水深が深くて怖いという意見もある。 

・障害のある方が使いやすい施設は、全ての人が使いやすい施設であると思うので、その
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ような施設を目指してほしい。障害者の方の視点に立ってプール・スケートリンクの整

備に取り組んでいただければ、良い施設になるのではないか。 

 

（委員） 

・現在の通年プール（５レーン）は教室利用で３レーン、一般利用で２レーンという割り

振りである。８レーンあれば、教室利用４レーン、一般利用４レーンや、教室利用３レ

ーン、専用利用２レーン、一般利用３レーンなど、同時に色々な利用ができる。 

・教室の定員を増やすことや、同じ時間帯に異なるクラス（大人クラスとベビークラスな

ど）を開催することもできるので、講師の立場としてはありがたい。 

・一般利用でも、歩く方、ゆっくり泳ぐ方、早く泳ぐ方、25ｍで止まりたい方、ターンを

する方、ずっと泳ぎたい方、追い越しをしたいけどつまってしまう方、クイックターン

をする方、色んな方がいるが、レーン数を確保することで色んな人が利用できる。 

・水泳を指導する立場からすると、メインプール・サブプール・通年プールは確保してほ

しいが、飛込競技の方も含め、色々な方のご意見を聞きながら決めるべき。 

・横浜国際プールは、通年プール（50ｍプール・８レーン）を真ん中で区切って片方は水

深１ｍ、もう片方は水深2.5ｍにして、教室利用・個人利用・団体利用を確保してい

る。このような施設も参考にしながら考えていくべき。 

 

（委員） 

・基本方針については、市民の健康増進に力を入れていただきたい。2025年には３人に１

人が65歳以上となり、団塊の世代は全員が後期高齢者となる。 

・港島自治連合協議会では、数年前から高齢者の健康増進のためにゴルフ大会、グラウン

ドゴルフ大会、麻雀大会を年間２回ずつ開催している。新しい施設ができれば、これに

水泳大会も追加できるのではないかと期待している。 

 

（委員） 

・今の企業の福利厚生は、アラカルト（選択式）が求められる。いろんな社員がおり、ラ

イフスタイルも多様化しており、１つのメニューでは全員を満足させられない。保養所

１つとっても、神戸の近くにあっても東京の社員は利用できないと言われる。特定の何

かだけでなく、色々なことで使える施設が良い。 

・民間施設のプールでは、泳ぐ人、水中エアロビクスをする人、ウォーキングをする人が

いる。泳ぐ人は意外と少なく、ウォーキングは混んでいる。自由でフレキシブルに使え

る観点が大切である。 

・市内にはしあわせの村、磯上のスポーツセンターにもプール・トレーニング施設があり

中央体育館にもトレーニングジムがある。色々な施設があるので、市の施設全体で使え

る共通利用券や色々な施設を使うことによるポイントバックなどがあれば良いと思う。 
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・可動床は大変良い設備だと思う。50ｍプールは家族連れからすると怖く感じる。また、

先ほど話があったように、ターンをしたり、途中で休みたいという人もいるので、短辺

方向に25ｍで泳げるようにすれば、すごく使い勝手が良いのではないか。 

・飛込台については、利用がないのであれば市民目線では不要と思う。 

 

（事務局） 

・飛込台については、ここ数年利用が無い状態が続いている。来年のワールドマスターズ

ゲームズでは、競泳と併せて飛込競技が開催される。 

・兵庫県から飛込競技で５名の選手が東京オリンピックに内定しているが、練習拠点は宝

塚で、高い飛込台は宝塚にはないため、大阪の施設を利用されている。 

 

（委員） 

・大会のときは利用者がたくさんいるが、一般利用は少ない。市民の方にも使っていただ

きたいし、大会の利用もしていただきたいが、どっちつかずになってもいけない。 

・６年後を見据え、今の国際基準以上のものを作っていかなければならないと感じる。 

・ポートアイランドの企業としては、施設がリニューアルされることは大変ありがたい。

競技大会があれば、ホテルの利用機会にもつながるが、市民の利用もある施設にしてい

かないといけないと思う。 

・導入機能については、大会利用のため、選手のためのものが多いが、市民の健康増進の

ための機能も具体化していかないといけないと思う。 

・現状、島内のホテルの宿泊者がポートアイランドスポーツセンターを利用するというニ

ーズはない。 

 

（委員） 

・市立中学校・高等学校における主な利用は部活動である。神戸市の大会をはじめ、県大

会、近畿大会などで利用している。７月には３年間の成果を発揮する場である、中学校

総合体育大会が開催される。競技役員に伺うと、この施設は交通アクセスが良く、選

手・保護者・競技役員にとって大変ありがたいとのことである。 

・小学校では、授業以外に、10ｍ以上泳げない子供などを対象に、学校プールを利用して

研修を受けた教員が指導する青空水泳教室を平成27年度から開催している。 

・選手は標準タイムをクリアすることを目標にしており、ベストパフォーマンスを発揮で

きる環境を整えるため、サブプールは必須であると考える。 

・子供たちは会場に憧れを持つことが多いので、子供たちがあこがれるような会場、オリ

ンピック選手を輩出するような会場にしてほしいと思う。 
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（会長） 

・基本方針について、拠点ということを考えると、競技力の向上は必須である。それか

ら、市民の健康増進、生涯スポーツの推進というところで、地元の地域住民だけではな

くて他のエリアからも呼び込めるような機能が必要ではないか。 

・ポートアイランドの活性化という観点では、まず、ポートアイランドにどのようなスポ

ーツ資源があるか、現状把握をすることがポイントだと思う。例えば、アシックスのス

ポーツミュージアムがあり、タイからインバウンドで来られたりしている。 

・スポーツ医療関係で、ＰＴ（理学療法士）が多く入っている大きな病院もある。ここは

体育館もあり、種目ごとにＰＴをつくっており、ここに来て、リハビリ・リコンディシ

ョニングができる施設となっている。 

・ポートアイランドの中だけで考えても狭くなってしまう。新港第二突堤に10,000人規模

のアリーナが2024年に整備され、コンサートや色んなスポーツが開催できる。六甲アイ

ランドには４km回れるランニングコースがある。ポートアイランド、六甲アイランドは

スポーツアイランドとして色々な可能性があるのではないかと思う。ラン、ウォーク、

バイク（サイクリング）でも色々なコースが考えられる。例えばポートライナーに自転

車をそのまま載せられる、プールまで自転車で来られるなど。 

 

（委員） 

・プール施設の消毒の機能について、高齢者に関係があるが、現状の次亜塩素酸は肌に刺

激があるという話もあり、最近では食塩を電気分解するなど多様化が進んでいる。その

あたりの検討をせずに、これまで通りとすると、多世代の方が使うということが意識で

きていない施設になる。 

・先ほどの排水の話で、ゾーニングにも関わるのだが、25ｍプールの水はいったんピット

に排水して、50ｍプールの水を25ｍプールに移して清掃するというような運用も考えた

方が良い。 

・エネルギーをたくさん使う施設であり、大変大きなヒートポンプと捉えることもでき

る。ポートアイランド全体のエネルギーマネジメントを考えながら、どのように省エネ

ルギー化につなげていくかなど、エリア全体での運用を考えられると、良い施設になっ

ていくのではないか。 

 

（委員） 

・ポートアイランドスポーツセンターは、水素発電で省エネルギー化が図られていると思

っていた。 

 

（事務局） 

・ポートアイランドの水素発電のインフラをどうするかはまだこれからである。 


